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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アベノミクス以降、円安・株高が進行し、国内景気の回復に

伴う企業収益や雇用環境の改善がみられるなど緩やかな回復基調で推移しました。一方、中国経済の減速や同国株

式市場の低迷、原油価格下落による資源国経済への影響、ギリシャを巡る欧州債務問題など海外経済の下振れ懸念

は依然根強く、先行きは不透明な状況となりました。

現在、農業を取り巻く環境が大きく変わりつつあります。政府の「農林水産業・地域の活力創造プラン」に基づ

き様々な分野において大きな変革が進められています。一方、昨年の米価下落の影響により、農家の生産コスト削

減の意識の拡大のみならず、米作り継続に関しての不安も拡大しつつあります。また、大詰めに近づいてきたＴＰ

Ｐ交渉の結果も懸念される材料の一つになります。当連結累計期間のこれまでの天候は概ね良好に経過しています

が、一部地域においては5月～6月の多雨、日照不足による農作物への影響が懸念されております。このような状況

下、国内農薬業界においては、全体で前年同期をやや下回る販売実績となりました。

このような状況のもと当社グループは、主に野菜に利用される土壌消毒剤中心に、基本方針であります地域密

着・農家密着型営業を展開し、現場のニーズの把握と技術普及活動を積極的に実施してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は80億9千3百万円（前年同四半期比3億6千4百万円の増加、

前年同四半期比4.7％増）、営業利益は16億8千1百万円（前年同四半期比1億1千3百万円の増加、前年同四半期比7.2

％増）、経常利益は17億7千5百万円（前年同四半期比2億1千4百万円の増加、前年同四半期比13.7％増）、四半期純利

益は9億6千7百万円（前年同四半期比2億8千2百万円の減少、前年同四半期比22.6％減）となりました。

なお、当社グループの売上高は事業の性質上、業績に季節的変動があり、第１四半期及び第２四半期連結累計期

間の売上高が他の四半期連結累計期間と比較して多くなる傾向にあります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は241億8千万円（前連結会計年度比1千1百万円の減少、前連結会計

年度比0.0％減）となりました。これは主に売上増加により売上債権が24億2千1百万円、前払金が3千4百万円増加す

る一方、配当金の支払及び債務の支払等で現金及び預金が23億3千2百万円、有形無形固定資産が減価償却等により1

億3千5百万円減少したことによるものです。

（負債及び純資産）

当第２四半期連結会計期間末における負債は60億3千3百万円（前連結会計年度比3億6千8百万円の減少、前連結会

計年度比5.8％減）となりました。これは主に利益増加により未払法人税等が3億4千8百万円増加する一方、借入金

が返済により1億4千3百万円、仕入債務の支払で2億6千8百万円、未払金の支払で2億1千7百万円、退職給付に係る債

務で9千7百万円減少したことによるものであります。純資産は181億4千7百万円となりました。その結果、自己資本

比率は62.6％、１株当たり純資産額は1,160円76銭となりました。

　 （キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、106億7千9百万円（前年同四半期比3億3千1百万円

の減少）となりました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは13億5千万円の減少（前年同四半期比12

億円の減少）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益（17億7千5百万円）、減価償却費の計上（1億5

千1百万円）による収入及び、売上債権の増加（24億2千万円）、仕入債務の減少（3億2千7百万円）、その他の流動負

債の減少（2億3千7百万円）、法人税等の支払（3億9千3百万円）による支出によるものです。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは1千3百万円の増加（前年同四半期比8千

7百万円の減少）となりました。これは主に、定期預金の払戻（2千万円）、貸付金の回収（5百万円）による収入及

び、有形固定資産の取得（1千1百万円）による支出によるものです。
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③財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは5億8千4百万円の減少（前年同四半期比

2億8百万円の減少）となりました。これは主に、長期借入金の返済（1億4千3百万円）、配当金の支払（3億5千1百万

円）、少数株主への配当金の支払（8千4百万円）による支出によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想については、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の経済環境予想等に基づいて予測し

作成したものであり、リスクや不確定要素が含まれております。

　従いまして、実際の業績は、当社グループを取り巻く経済情勢、市場動向、競合状況等、今後様々な要因によっ

て、記載の金額の予想数値と異なる可能性がありますのでご承知おきください。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

　なお、特定子会社には該当しておりませんが、前連結会計年度において非連結子会社であったAGRO-KANESHO

KOREA CO., LTD.は、重要性が増したことにより第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　(退職給付に関する会計基準の適用)

　「退職給付に関する会計基準」 (企業会計基準第26号平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」という。)及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第25号平成24年5月17日。以下「退職給付適用

指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第1

四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法

を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率については、従業員の平均残存勤務期間に近似し

た年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平

均割引率を使用する方法へ変更しております。

　当該会計基準の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当第２四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が100,615千円減少し、利益剰余金が64,997千

円（税効果控除後）増加しています。なお、これに伴う当第２四半期連結累計期間の損益への影響は軽微でありま

す。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年08月10日 15時49分 3ページ （Tess 1.40 20131220_01）



アグロ カネショウ株式会社(4955) 平成27年12月期 第２四半期決算短信

4

４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,011,489 10,679,388

受取手形及び売掛金 4,188,429 6,609,469

商品及び製品 1,999,381 1,431,337

仕掛品 136,346 115,467

原材料及び貯蔵品 1,079,686 1,535,775

繰延税金資産 165,993 334,752

その他 213,924 277,274

貸倒引当金 △32,745 △39,239

流動資産合計 20,762,505 20,944,226

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,434,785 1,399,009

機械装置及び運搬具（純額） 239,969 210,474

土地 552,453 552,453

その他（純額） 102,815 89,983

有形固定資産合計 2,330,024 2,251,920

無形固定資産

のれん 570,020 510,000

その他 27,318 30,131

無形固定資産合計 597,338 540,131

投資その他の資産

投資有価証券 196,672 205,702

繰延税金資産 120,125 54,394

その他 271,293 269,645

貸倒引当金 △85,754 △85,754

投資その他の資産合計 502,336 443,988

固定資産合計 3,429,699 3,236,040

資産合計 24,192,204 24,180,267

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,982,460 1,714,272

1年内返済予定の長期借入金 286,800 286,800

未払法人税等 684,068 1,032,141

賞与引当金 41,734 44,917

その他 1,197,997 998,092

流動負債合計 4,193,060 4,076,224

固定負債

役員退職慰労引当金 488,906 486,957

長期借入金 422,600 279,200

退職給付に係る負債 491,610 394,162

その他 805,108 796,514

固定負債合計 2,208,225 1,956,834

負債合計 6,401,285 6,033,058

純資産の部

株主資本

資本金 1,809,177 1,809,177

決算短信 （宝印刷）  2015年08月10日 15時49分 4ページ （Tess 1.40 20131220_01）



アグロ カネショウ株式会社(4955) 平成27年12月期 第２四半期決算短信

5

資本剰余金 2,119,145 2,119,145

利益剰余金 10,294,587 10,992,500

自己株式 △145,448 △145,482

株主資本合計 14,077,462 14,775,341

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 77,871 97,700

繰延ヘッジ損益 △6,038 △4,135

為替換算調整勘定 559,933 273,798

退職給付に係る調整累計額 △10,558 △9,470

その他の包括利益累計額合計 621,207 357,892

少数株主持分 3,092,248 3,013,974

純資産合計 17,790,918 18,147,208

負債純資産合計 24,192,204 24,180,267
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 7,728,888 8,093,151

売上原価 4,402,736 4,645,254

売上総利益 3,326,151 3,447,896

販売費及び一般管理費 1,758,452 1,766,882

営業利益 1,567,698 1,681,014

営業外収益

受取利息及び配当金 8,374 12,743

受取地代家賃 8,072 8,104

為替差益 － 69,570

その他 5,764 10,858

営業外収益合計 22,211 101,276

営業外費用

支払利息 8,742 5,935

為替差損 19,695 －

その他 99 901

営業外費用合計 28,537 6,837

経常利益 1,561,372 1,775,453

特別利益

国庫補助金 183,259 －

受取補償金 637,398 －

特別利益合計 820,657 －

特別損失

固定資産圧縮損 136,527 －

特別損失合計 136,527 －

税金等調整前四半期純利益 2,245,501 1,775,453

法人税、住民税及び事業税 777,024 748,815

法人税等調整額 △65,338 △143,714

法人税等合計 711,685 605,101

少数株主損益調整前四半期純利益 1,533,816 1,170,352

少数株主利益 283,027 202,407

四半期純利益 1,250,788 967,944
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,533,816 1,170,352

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,212 19,829

繰延ヘッジ損益 2,612 1,903

為替換算調整勘定 △340,849 △489,733

退職給付に係る調整額 － 1,087

その他の包括利益合計 △345,449 △466,913

四半期包括利益 1,188,366 703,438

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,041,679 696,898

少数株主に係る四半期包括利益 146,687 6,539
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,245,501 1,775,453

減価償却費 107,652 151,229

受取補償金 △637,398 －

国庫補助金収入 △183,259 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,500 3,183

貸倒引当金の増減額（△は減少） 75,238 6,016

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,316 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 2,748

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 15,287 △1,949

受取利息及び受取配当金 △8,374 △12,743

支払利息 8,742 5,935

為替差損益（△は益） 1,041 △19,772

有形固定資産圧縮損 136,527 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,111,120 △2,420,532

たな卸資産の増減額（△は増加） 18,308 127,296

その他の流動資産の増減額（△は増加） 148,863 △25,174

仕入債務の増減額（△は減少） 128,098 △327,420

その他の流動負債の増減額（△は減少） △7,956 △237,110

その他 △49,047 8,591

小計 △111,710 △964,247

利息及び配当金の受取額 6,888 13,103

利息の支払額 △8,752 △5,947

法人税等の支払額 △674,042 △393,293

補償金の受取額 637,398 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △150,218 △1,350,385

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △99,497 △11,241

無形固定資産の取得による支出 △5,927 －

貸付けによる支出 △1,500 －

貸付金の回収による収入 4,976 5,003

定期預金の払戻による収入 20,000 20,000

国庫補助金による収入 183,259 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 101,309 13,761

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △193,800 △143,400

自己株式の売却による収入 128,109 －

自己株式の取得による支出 △28 △33

配当金の支払額 △306,365 △351,452

少数株主への配当金の支払額 － △84,814

ファイナンス・リース債務の返済による支
出

△4,096 △4,906

財務活動によるキャッシュ・フロー △376,182 △584,607

現金及び現金同等物に係る換算差額 △320,559 △481,971

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △745,651 △2,403,201

現金及び現金同等物の期首残高 11,756,443 12,991,489

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 91,100

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,010,792 10,679,388
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社グループは、農薬の製造、販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。
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